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部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 西条 寿夫 
センター長（併任），委員長 
大学院医学薬学研究部（医学）教授
教 授 笹原 正清 
副センター長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（医学）教授
教 授 根本 信雄 
副センター長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（薬学）教授
教 授 竹内 義雄 
副センター長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（薬学）教授
准教授 山本  博 動物実験施設長 
准教授 五味 知治 分子・構造解析施設長 
准教授 田渕 圭章 遺伝子実験施設長 
生命科学先端研究センター 
准教授 庄司 美樹 アイソトープ実験施設長 
教 授 森   寿  
教 授 村口  篤  大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 白木 公康  
教 授 大熊 芳明  
大学院医学薬学研究部（薬学） 
教 授 酒井 秀紀  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 教 授 門脇  真  
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◎任期：平成21年４月１日～平成23年３月31日 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 大熊 芳明 
センター長（併任），委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学）教授
教 授 西条 寿夫 
副センター長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（医学）教授
教 授 森   寿 
副センター長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（医学）教授
教 授 水口 峰之 
副センター長（兼任） 
大学院医学薬学研究部（薬学）教授
教 授 門脇  真 
副センター長（兼任） 
和漢医薬学総合研究所教授 
准教授 山本  博 動物実験施設長 
准教授 五味 知治 分子・構造解析施設長 
准教授 田渕 圭章 遺伝子実験施設長 
生命科学先端研究センター 
准教授 庄司 美樹 アイソトープ実験施設長 
教 授 笹原 正清  
教 授 戸邉 一之  大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 井上  博  
教 授 酒井 秀紀  
大学院医学薬学研究部（薬学） 
准教授 豊岡 尚樹  




部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院理工学研究部（理学） 准教授 横畑 泰志  
大学院理工学研究部（工学） 教 授 川原 茂敬  
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 森   寿 委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 赤尾 光昭  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 渡辺 志朗  
附 属 病 院 教 授 鈴木 道雄  
人 間 発 達 科 学 部 准教授 高橋 満彦  
准教授 山本  博 役職指定 
生命科学先端研究センター 
助 教 大塚  哲 役職指定 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 盛永審一郎 動物実験を行わない教員 
富 山 県 農 林 水 産 部 主 幹 久保 博文 動物に関し専門的な知識を有する学外者 
⑶ 遺伝子組換え生物等使用実験安全管理委員会 
◎任期：平成20年４月１日～平成22年３月31日 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院理工学研究部（理学） 助 教 山本 将之 遺伝子組換え研究者 
大学院理工学研究部（工学） 准教授 安川 洋生 遺伝子組換え研究者 
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 清水 忠道 遺伝子組換え研究者 委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 酒井 秀紀 遺伝子組換え研究者 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 東田 道久 遺伝子組換え研究者 
 
 －8－
部     局 職 名 氏  名 備     考 
大学院理工学研究部（理学） 教 授 阿部 幸隆 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系） 
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 渡辺 志郎 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系） 
経 済 学 部 准教授 河野 三郎 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系以外） 
大学院医学薬学研究部（薬学） 准教授 阿原  稔 遺伝子組換え研究を行わない教員 （自然科学系以外） 
准教授 田渕 圭章 役職指定 
生命科学先端研究センター 
助 教 高崎 一朗 役職指定 
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 舟田  久 予防医学関係の教員 
大学院医学薬学研究部（医学） 教 授 稲寺 秀邦 産業医 
総 務 部 人 事 労 務 グ ル ー プ グループ長 松本 修一 役職指定 
  小橋 恭一 遺伝子組換え生物等に関し専門的な知識を有する学外者 
⑷ 杉谷キャンパス放射線管理委員会 
◎任期：平成19年４月１日～平成21年３月31日 
部     局 職 名 氏  名 備     考 
教 授 平賀 紘一  
大学院医学薬学研究部（医学） 
教 授 近藤  隆 委員長 
大学院医学薬学研究部（薬学） 教 授 笹岡 利安  
和 漢 医 薬 学 総 合 研 究 所 准教授 櫻井 宏明  
教 授 西条 寿夫 役職指定（センター長） 
教 授 根本 信雄 役職指定（副センター長） 生命科学先端研究センター 







部   局 






研究部（医学） 340 人 318 人 117 人 179 人 81 人
大学院医学薬学 
研究部（薬学） 291 162 211 209 129 
和 漢 医 薬 学 
総 合 研 究 所 102 66 72 55 15 
附 属 病 院 12 9 4 6 5 
生命科学先端 
研究センター 34 16 8 16 10 
大学院理工学 
研究部（工学） 4 1 3 0 0 










延 数 4,337 4,688 4,387 4,574 3,515 4,470 4,622 4,183 3,759 3,625 3,488 4,076 49,724





動 物 種 件  数 動 物 種 件  数 
マ ウ ス 425 ニ ワ ト リ 1 
ラ ッ ト 310 アフリカツメガエル 3 
ウ サ ギ 10 ネ   コ 1 
モルモット 24 計 775 
ビーグル犬 1   
○特殊実験室等 
実験室等 件  数 実験室等 件  数 
手 術 室 534 行動科学実験室（小） 12 
感染実験室 49 行動科学実験室（中） 365 
SPF飼育室 52 代謝実験室 42 
Tg動物室 180 水生動物室 3 
長期実験室 108 系統維持室 8 
胚 保 存 7 胚操作室 44 










マウス 969 843 931 1021 634 1,196 1,295 1,269 510 756 625 1,060 11,109
ラット 381 422 317 171 160 242 248 318 230 179 256 83 3,007
ウサギ 0 6 1 2 8 1 5 0 0 0 0 0 23
モルモット 22 17 24 10 5 7 9 15 3 13 0 0 125
ビーグル犬 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10
ニワトリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
ネコ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6
アフリカ 
ツメガエル 0 0 0 0 0 0 14 8 0 0 0 0 22





区分 機 器 等 名 型     式 利用件数等
ベックマン Optima XL90 83 件 
ベックマン Optima L70 ２台 190 件 超遠心機 
ベックマン TLX-120（卓上型） 152 件 
高速冷却遠心機 ベックマン J2-MI，J6-MI 371 件 
吸光分光光度計 島津 UV160A 123 件 
蛍光分光光度計 日立 F-4500 198 件 
プレートリーダー／ウォッシャー インターメッド NK-300/NJ-2100UV 347 件 
蛍光・発光・吸光 
マイクロプレートリーダー テカン GENios 280 件 
ペプチドシーケンサー 島津 PPSQ-21 240 cycles 
ペプチド合成装置 島津 PSSM-8 132 件 














高分解能透過電子顕微鏡 日本電子 JEM-200CX 
53 件 
1,384 枚※２
透過電子顕微鏡 日立 H-300 
2 件 
57 枚※２
高分解能走査電子顕微鏡 日立 S-4500 28 件 
走査プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー SPA-400 17 件 








ライヘルト 2800-Frigocut N 
ライカ CM 3050S IV 194 件 
元素分析装置 サーモエレクトロン FlashEA 1112 75 件※３
日本電子 JMS-AX505HAD 423 件※３
質量分析装置 
日本電子 GCmate 650 件※３
構造・物性解析系




区分 機 器 等 名 型     式 利用件数等
バリアン GEMINI 300 5,518 件※５
超伝導FT核磁気共鳴装置 
バリアン UNITY PLUS 500 2,278 件※５
原子吸光分光光度計 日立 Z-5000 20 時間 
円二色性分散計 日本分光 J-805 151 件※３
赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-460 440 件※３
構造・物性解析系
 
電子スピン共鳴装置 日本電子 JES-TE100 9 時間 
コールター EPICS-Elite 59 件 




ベクトンディッキンソン FACSCalibur 358 件 
超低温フリーザー 
サンヨー MDF-U581AT，MDF-U73V 
レブコ UTL-2186 24 件
※１
純水製造装置 ヤマト科学 EQP-3SB 
26 件※１
3,792 ℓ 
低温室  7 件※１
工作機器（旋盤 他） 安藤 AKS-30D-M2 他 166 件 
液体窒素貯蔵・取出システム ダイヤ冷機 DTL-B-3 
48 件※１
27,765 ℓ 
自動フィルム現像装置 フジフイルム CEPROS SV 1,193 枚 
画像処理システム 
オリンパス AX-80/DP70 
キーエンス BioZero 等 779 件 
大判プリンタ HP Designjet 5000ps 799 枚 
銀塩写真プリンタ フジフイルム Pictrography 3500 403 枚 



















部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 













科学 木村 龍生 
○ラット新生児脳からの遠心密度勾配法による神経幹細
胞の抽出 












































部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 































小川 良平 ○刺激応答性プロモーターの構築 
放射線基礎医学
趙  慶利 ○温熱誘発アポトーシスと遺伝子発現の解析 
公衆衛生学 稲寺 秀邦 
○DNAチップを用いた化学物質の毒性評価に関する研究 
○ウエスタンブロット法による花粉アレルゲン解析 
法医学 畑 由紀子 ○内因性突然死に関する遺伝子とその変異の検索 






石木  学 ○糖輸送体の免疫蛍光染色による細胞内局在の観察 











部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 




浅水 幸恵 ○AngiotensinⅡによるインスリン抵抗性への影響について 



























峯村 正実 ○B型肝炎ウイルスの遺伝子変異の解析 
























部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 













徳永 綾乃 ○マウス骨粗鬆症モデルにおけるPDGFR-βの機能解析 










産科婦人科学 斎藤  滋 
○妊娠マウスにおける制御性T細胞の機能解析 
○卵巣摘出マウスにおける耐糖能についての研究 
眼科学 張  学云 
○網膜色素上皮細胞でのIL-1βによるVEGF産生に対する
clonidineの影響 






和田 重人 ○温熱誘発アポトーシス増感に関わる研究 
臨床分子病態







藤本  誠 ○肝線維化に対する和漢薬の効果 












木村 真梨 ○漢方方剤の褥瘡モデルラットに対する効果 
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部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
感染看護学 小尾 信子 
○貪食（RAW細胞など）の貪食能の観察 
○マウス気管肺洗浄液の種々サイトカインの解析 















薬剤学 赤沼 伸乙 
○網膜における輸送担体および細胞増殖制御因子の発
現・機能解析 











毒性学 佐久間 勉 
○雌特異的マウスP450遺伝子の発現調節解析 
○マウス肝シトクロムP450の機能解析 






遺伝情報制御学 大熊 芳明 ○真核生物における遺伝子発現制御機構の解析 



















部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 






○タンパク質（BACE I，amyloid beta-peptide，EFG receptor，







高橋 佑司 ○胃ベシクルリン脂質flippaseのクローニングと機能発現 
植物機能科学 黒崎 文也 
○細胞内情報伝達系改変薬用植物の作製 
○植物病原性糸状菌の病原性欠損変異株の作製 
















分野 朱   姝 ○遺伝子解析による生薬の同定法開発に関する研究 




























部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 































附属病院 薬剤部 加藤  敦 
○ゴーシェ病病態モデルを用いたセラミドグルコシル化
反応の制御 
















機  器  名 型     式 利用件数等 
マイクロアレイスキャナー ルモニクス ScanArray LITE-ES GSI 9 件 
GeneChip解析システム アフィメトリクス 72-DM00-10 29 件 
ABI PRISM310 1,751 サンプル 
DNAシーケンサー 
ABI PRISM3100 839 ラン 
シーケンスディテクションシステム ABI PRISM7700 3 件 
定量リアルタイムPCRシステム ストラタジーン Mx3000P ３台 1,411 件 
ライカ TCS-SP5 1,290 時間 
共焦点レーザー顕微鏡 
カールツァイス LSM510 1,975 時間 
蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34LFA-1 1,845 時間 
電気泳動写真撮影装置 アトー AE-6911CX 200 枚 
フジフィルム LAS-1000plus 650 件 
ルミノイメージアナライザー 
フジフィルム LAS-4000 928 件 
１㎕分光光度計 ナノドロップ NanoDrop 1000 1,594 件 
純水製造装置 セナー OPTION4 
95 ℓ※１
268 ℓ※２











核種 繰越保管量 繰越使用中量 受 入 量 払 出 量 廃 棄 量 使用中量 保 管 量 
3H 6,439.208 16.780 416.250 3,879.064 3,893.570 2.274 2,976.394
14C 647.512 2.834 45.325 64.000 65.291 1.543 628.837
22Na 3.093 0 0 0 0 0 3.093
32P 12.742 41.880 795.500 731.763 758.517 15.126 76.479
33P 0 0.888 18.500 18.500 19.388 0 0
35S 466.200 51.800 296.000 519.700 571.500 0 242.500
36Cl 10.394 0 0 6.421 6.421 0 3.973
63Ni 25.000 0 0 0 0 0 25.000
86Rb 0 0 74.000 74.000 74.000 0 0







部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
生化学 平賀 紘一 
○マウス発生工学的手法を用いた脳および網膜の神経細
胞変性・肝細胞の再生機構の研究 
分子神経科学 森   寿 ○情動の脳神経分子機構 
病理診断学 高野 康雄 
○消化管腫瘍においてREG-4発現が果たす役割の分子病
理学的検討 
病態・病理学 笹原 正清 ○組織における増殖因子およびその受容体発現と機能解析 
免疫学 岸  裕幸 ○リンパ球の分化・活性化 
ウイルス学 白木 公康 
○ウイルス蛋白合成に及ぼす外的因子の効果感染様式の
解析 





放射線基礎医学 小川 良平 ○細胞内生理活性物質の微少生理活性の検討 
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部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
公衆衛生学 稲寺 秀邦 ○化学物質の肝臓遺伝子発現に及ぼす影響の解析 
内科学⑴ 薄井  勲 ○インスリン抵抗性機序の解明 
能澤  孝 
○虚血および肥大心における心臓交感神経機能，心筋代謝
について 内科学⑵ 
供田 文宏 ○生活習慣病での転写因子，NFkBの動態に関する研究 
高原 照美 ○肝再生誘導における各種因子の検討 
内科学⑶ 
峯村 正実 ○白血病モデルマウス解析 
神経精神医学 鈴木 道雄 
○嗅内皮膚傷害ラットにおけるドーパミン神経伝達の変化 
○嗅内皮膚傷害ラットにおけるバソプレッシン神経系の変化 
産科婦人科学 齋藤  滋 ○妊娠における制御性Ｔ細胞の機能解析 
臨床分子病態
検査学 
北島  勲 
○関節軟骨分化における恒常的発現分子機能解析 
○シナプスの形成・機能維持の分子解析 






薬探索研究講座 長井 良憲 
○免疫細胞の成熟・分化および活性化機構の解明と創薬へ
の応用 
薬剤学 細谷 健一 ○関門組織における生体膜輸送生理学的解析 
毒性学 佐久間 勉 ○薬物代謝酵素遺伝子の発現調節機構 
分子神経生物学 津田 正明 
○神経細胞のカルシウム応答遺伝子群のクローニングと
その発現制御機構 
遺伝情報制御学 大熊 芳明 ○真核生物における遺伝子発現制御機構の解析 
分子細胞機能学 今中 常雄 ○ペルオキシソーム膜ABC transporterの構造と機能解析 
薬物生理学 酒井 秀紀 
○プロトンポンプのイオン輸送能の研究 
○消化管イオン輸送タンパク質の構造と機能の研究 










医薬品安全性学 田口 雅登 
○腸および腎由来培養細胞を用いた薬物経細胞輸送特性
の解析 
化学応用分野 手塚 康弘 ○シトクロームP450代謝に及ぼす伝統薬物の作用 










部 局 講 座 等 申 請 者 研  究  題  目 
附属病院 薬剤部 加藤  敦 ○グリコシダーゼ阻害剤による糖タンパク質の改変 
生命科学先端研究センター 庄司 美樹 ○微量放射能汚染測定法に関する研究 
⑶ 機器利用状況 
◎平成20年度 
機  器  名 型     式 利用件数 測定試料数
アロカ LSC-5100 237 2.900 
アロカ LSC-5200 276 11,415 
ベックマンコールター LS6500 241 9,394 
液体シンチレーションカウンタ 
ベックマンコールター LS3801 185 9,017 
マイクロシンチレーションカウンタ パッカード トップカウント 63 11,328 
オートウエルガンマカウンタ アロカ AccuFLEXγ7001 35 2,464 
フジフイルム BAS2000 42 62※ 
バイオイメージングアナライザー 









⑴Takasawa A., Kato I., Takasawa K., Ishii Y., Yoshida T., Shehata M.H., Kawaguchi H., 
Mohafez O.M.M., Sasahara M., and Hiraga K.: Mutation-, aging-, and gene-dosage- 
dependent accumulation of neuroserpin (G392E) in endoplasmic reticula and lysosomes of 
neurons in transgenic mice. J. Biol. Chem., 283: 35606-35613, 2008. 
◎システム情動科学講座 
⑴Umeno K., Hori E., Tsubota M., Shojaku H., Miwa T., Nagashima Y., Yada Y., Suzuki T., Ono 
T., and Nishijo H.: Effects of direct cedrol-inhalation into the lower airway on autonomic 
nervous activity in totally laryngectomized subjects. Br. J. Clin. Pharmacol., 65: 188-196, 
2008. 
⑵Can V.M., Hori E., Rafael M., Ono T., and Nishijo H.: A primate model of schizophrenia using 
chronic PCP treatment. Rev. Neurosci., 19: 83-89, 2008. 
⑶Ho A.S., Hori E., Kobayashi T., Umeno K., Tran H.A., Ono T., and Nishijo H.: Hippocampal 
place cell activity during chasing of a moving object associated with reward in rats. Neurosci., 
157: 254-270, 2008. 
⑷Nishijo H., Hori E., Tazumi T., and Ono T.: Neural correlates to both emotion and cognitive 
functions in the monkey amygdala. Behav. Brain. Res., 188: 14-23, 2008. 
⑸Nishijo M., Tawara K., Nakagawa H., Honda R., Kido T., Nishijo H., and Saito S.: 
2,3,7,8-Tetrachlorodibenzo-p-dioxin in maternal breast milk and newborn head 
circumference. J. Expore. Sci. Environ. Epidemiol., 18: 246-251, 2008. 
⑹Tran A.H., Uwano T., Kimura T., Hori E., Katsuki M., Nishijo H., and Ono T.: Dopamine D1 
receptor modulates hippocampal representation plasticity to spatial novelty. J. Neurosci., 28: 
13390-13400, 2008. 
⑺Takeuchi M., Hayashi N., Hamada H., Matsumura N., Nishijo H., and Endo S.: A new 
training method to improve deep microsurgical skills using a mannequin head. Microsurgery, 
28: 168-170, 2008. 
◎統合神経科学講座 
⑴De Souza W.C., G Feitosa M.A., Eifuku S., Tamura R., and Ono T.: Face perception in its 
neurobiological and social context. Psychol Neurosci., 1: 15-20, 2008. 
⑵Tran A.H., Uwano T., Kimura T., Hori E., Katsuki M., Nishijo H., and Ono T.: Dopamine D1 
receptor modulates hippocampal representation plasticity to spatial novelty. J. Neurosci., 28: 
13390-13400, 2008. 
◎生化学講座 
⑴Kato I., Oya T., Suzuki H., Takasawa K., Ichsan A.M., Nakada S., Ishii Y., Shimada Y., 
Sasahara M., Tobe K., Takasawa S., Okamoto H., and Hiraga K.: A novel model of 
insulin-dependent diabetes with renal and retinal lesions by transgenic expression of 
CaMKIIα (Thr286Asp) in pancreatic β-cells. Diabetes Metab. Res. Rev., 24: 486-497, 2008. 
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⑵Shimada I., Matsui K., Brinkmann B., Hohoff C., Hiraga K., Tabuchi Y., Takasaki I., Kato I., 
Kawaguchi H., Takasawa K., Iida R., Takizawa H., and Matsuki T.: Novel transcript profiling 
of diffuse alveolar damage induced by hyperoxia exposure in mice: Normalization by 
glyceraldehyde 3-phosphate dehydrogenase. Int. J. Legal. Med., 122: 373-383, 2008. 
⑶Abdel-Aziz H.O., Murai Y., Takasaki I., Tabuchi Y., Zheng H.C., Nomoto K., Takahashi H., 
Tsuneyama K., Kato I., Hsu D.K., Liu F.T., Hiraga K., and Takano Y.: Targeted disruption of 
the galectin-3 gene results in decreased susceptibility to NNK-induced lung tumorigenesis: 
an oligonucleotide microarray study. J. Cancer. Res. Clin. Oncol., 134: 777-788, 2008. 
⑷Nakanishi Y., Tsuneyama K., Nomoto K., Fujimoto M., Salunga T.L., Nakajima T., Miwa S., 
Murai Y., Hayashi S., Kato I., Hiraga K., Hsu D.K., Liu F.T., and Takano Y.: Nonalcoholic 
steatohepatitis and hepatocellular carcinoma in galectin-3 knockout mice. Hepatol. Res., 38: 
1241-1251, 2008. 
⑸Takasawa A., Kato I., Takasawa K., Ishii Y., Yoshida T., Shehata M.H., Kawaguchi H., 
Mohafez O.M.M., Sasahara M., and Hiraga K.: Mutation-, aging-, and gene-dosage- 
dependent accumulation of neuroserpin (G392E) in endoplasmic reticula and lysosomes of 
neurons in transgenic mice. J. Biol. Chem., 283: 35606-35613, 2008. 
◎分子神経科学講座 
⑴Miya K., Inoue R., Takata Y., Abe M., Natsume R., Sakimura K., Hongou K., Miyawaki T., 
and Mori H.: Serine racemase is predominantly localized in neurons in mouse brain. J. Comp. 
Neurol., 510: 641-654, 2008. 
⑵ Inoue R., Hashimoto K., Harai T., and Mori H.: NMDA- and β-amyloid1-42-induced 
neurotoxicity is attenuated in serine racemase knock-out mice. J. Neurosci., 28: 14486-14491, 
2008. 
⑶Uno T., He J., Usui I., Kanatani Y., Bukhari A., Fujisaka S., Yamazaki Y., Suzuki H., Iwata 
M., Ishiki M., Urakaze M., Haruta T., Ogawa H., and Kobayashi M.: Long-term interleukin- 
1α treatment inhibits insulin signaling via IL-6 production and SOCS3 expression in 3T3-L1 
adipocytes. Horm. Metab. Res., 40: 8-12, 2008. 
⑷Yamada T., Komoto J., Kasuya T., Takata Y., Ogawa H., Mori H., amd Takusagawa F.: A 
catalytic mechanism that explains a low catalytic activity of serine dehydratase like-1 from 
human cancer cells: crystal structure and site-directed mutagenesis studies. Biochim. 
Biophys. Acta, 1780: 809-818, 2008. 
⑸Gomi T., Takusagawa F., Nishizawa M., Agussalim B., Usui I., Sugiyama E., Taki H., 
Shinoda K., Hounoki H., Miwa T., Tobe T., Kobayashi M., Ishimoto T., Ogawa H., and Mori 
H.: Cloning, bacterial expression, and unique structure of adenosylhomocysteine hydrolase- 
like protein 1, or inositol 1,4,5-triphosphate receptor-binding protein from mouse kidney. 
Biochim. Biophys. Acta, 1784: 1786-1794, 2008. 
◎病理診断学講座 
⑴Nakanishi Y., Tsuneyama K., Nomoto K., Fujimoto M., Salunga T.L., Nakajima T., Miwa S., 
Murai Y., Hayashi S., Kato I., Hiraga K., Hsu D.K., Liu F.T., and Takano Y.: Nonalcoholic 
steatohepatitis and hepatocellular carcinoma in galectin-3 knockout mice. Hepatol. Res., 38: 
1241-1251, 2008. 
⑵Kutsuna T., Zheng H., Abdel-Aziz H.O., Murai Y., Tsuneyama K., Furuta I., and Takano Y.: 
High JC virus load in tongue carcinomas may be a risk factor for tongue tumorigenesis. 
Virchows Arch., 452: 405-410, 2008. 
⑶Fujimoto M., Tsuneyama K., Kainuma M., Sekiya N., Goto H., Takano Y., Terasawa K., Selmi 
C., Gershwin M.E., and Shimada Y.: Evidence-based efficacy of Kampo formulas in a model of 
non alcoholic fatty liver. Exp. Biol. Med., 233: 328-337, 2008. 
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⑷Abdel-Aziz H.O., Murai Y., Takasaki I., Tabuchi Y., Zheng H.C., Nomoto K., Takahashi H., 
Tsuneyama K., Kato I., Hsu D.K., Liu F.T., Hiraga K., and Takano Y.: Targeted disruption of 
the galectin-3 gene results in decreased susceptibility to NNK-induced lung tumorigenesis: 
an oligonucleotide microarray study. J. Cancer Res. Clin. Oncol., 134: 777-788, 2008. 
◎病態・病理学講座 
⑴Tokunaga A., Oya T., Ishii Y., Motomura H., Nakamura C., Ishizawa S., Fujimori T., 
Nabeshima Y., Umezawa A., Kanamori M., Kimura T., and Sasahara M.: PDGF receptor β is 
a potent regulator of mesenchymal stromal cell function. J. Bone Miner. Res., 23: 1519-1528, 
2008. 
⑵Kato I., Oya T., Suzuki H., Takasawa K., Ichsan A.M., Nakada S., Ishii Y., Shimada Y., 
Sasahara M., Tobe K., Takasawa S., Okamoto H., and Hiraga K.: A novel model of 
insulin-dependent diabetes with renal and retinal lesions by transgenic expression of 
CaMKIIα (Thr286Asp) in pancreatic β-cells. Diabetes Metab. Res. Rev., 24: 486-497, 2008. 
⑶Takasawa A., Kato I., Takasawa K., Ishii Y., Yoshida T., Shehata M.H., Kawaguchi H., 
Mohafez O.M.M., Sasahara M., and Hiraga K.: Mutation-, aging-, and gene-dosage- 
dependent accumulation of neuroserpin (G392E) in endoplasmic reticula and lysosomes of 
neurons in transgenic mice. J. Biol. Chem., 283: 35606-35613, 2008. 
⑷Kagawa S., Soeda Y., Ishihara H., Oya T., Sasahara M., Yaguchi S., Oshita R., Wada T., 
Tsuneki H., and Sasaoka T.: Impact of transgenic overexpression of SH2-containing inositol 
5'-phosphatase 2 on glucose metabolism and insulin signaling in mice. Endocrinology, 149: 
642-650, 2008. 
◎免疫学講座 
⑴Andoh T., Kishi H., Motoki K., Nakanishi K., Kuraishi Y., and Muraguchi A.: Protective effect 
of IL-18 on kainate- and IL-1β-induced cerebellar ataxia in mice. J. Immunol., 180: 
2322-2328, 2008. 
⑵Ozawa T., Tajiri K., Kishi H., and Muraguchi A.: Comprehensive analysis of the functional 
TCR repertoire at the single-cell level. Biochem. Biophys. Res. Commun., 367: 820-825, 2008. 
◎ウイルス学講座 
⑴Akahori Y., Suzuki K., Daikoku T., Iwai M., Yoshida Y., Asano Y., Kurosawa Y., and Shiraki 
K.: Characterization of neutralizing epitopes of varicella-zoster virus glycoprotein H. J. Virol., 
83: 2020-2024, 2008. 
⑵Chuanasa T., Phromjai J., Lipipun V., Suzuki M., Pramyothin P., Hattori M., and Shiraki K.: 
Anti-herpes simplex virus (HSV-1) activity of oxyresveratrol derived from Thai medicinal 
plant: Mechanism of action and therapeutic efficacy on cutaneous HSV-1 infection in mice. 
Antiviral Res., 80: 62-70, 2008. 
⑶Oshima K., Kanda Y., Kako S., Asano-Mori Y., Watanabe T., Motokura T., Chiba S., Shiraki 
K., and Kurokawa M.: Case report: persistent cytomegalovirus (CMV) infection after 
haploidentical hematopoietic stem cell transplantation using in vivo alemtuzumab: 
Emergence of resistant CMV due to mutations in the UL97 and UL54 genes. J. Med. Virol., 
80: 1769-1775, 2008. 
⑷Sasaki A., Nakashima Y., Takasaki I., Andoh T., Shiraki K., and Kuraishi Y.: Morphine 
inhibits herpetic allodynia through mu-opioid receptors induced in Abeta-fiber neurons. 
Neuroreport, 19: 975-979, 2008. 
⑸Sasaki A., Serizawa K., Andoh T., Shiraki K., Takahata H., and Kuraishi Y.: Pharmacological 
differences between static and dynamic allodynia in mice with herpetic or postherpetic pain. 
J. Pharmacol. Sci., 108: 266-273, 2008. 
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Nociceptin receptor-deficiency prevents postherpetic pain without effects on acute herpetic 
pain in mice. Neuroreport, 19: 83-86, 2008. 
◎分子医科薬理学講座 
⑴Matsuda N., Yamazaki H., Takano K., Matsui K., Takano Y., Kemmotsu O., and Hattori Y.: 
Priming by lipopolysaccharide exaggerates acute lung injury and mortality in responses to 
peptidoglycan through up-regulation of Toll-like receptor-2 expression in mice. Biochem. 
Pharmacol., 75: 1065-1075, 2008. 
⑵Kamiyama K., Matsuda N., Yamamoto S., Takano Y., Yamazaki H., Takano K., Kageyama S., 
Yokoo H., Nagata T., Hatakeyama N., Tsukada K., and Hattori Y.: Modulation of 
glucocorticoid receptor expression, inflammation, and cell apoptosis in septic guinea-pig 
lungs using methylprednisolone. Am. J. Physiol. Lung Cell Mol. Physiol., 295: L998-L1006, 
2008. 
◎放射線基礎医学講座 
⑴Yoshida T., Kondo T., Ogawa R., Ferl L.B. Jr., Zhao Q-L., Watanabe A., and Tsukada K.: 
Combination of doxorubicin and low-intensity ultrasound causes a synergistic enhancement 
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U937 cells. Cancer Chemotherapy and Pharmacology, 61: 559-567, 2008. 
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ultrasound on apoptosis induced by anti-CD20-positive B lymphoma cells. Ultrason. 
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T.: Molecular mechanism of apoptosis and gene expressions in human lymphoma U937 cells 
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⑹Nakamura C., Matsushita I., Kosaka E., Kondo T., and Kimura T.: Anti-arthritic effects of 
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Rheumatology, 47: 418-424, 2008. 
⑺Yu D-Y., Matsuya Y., Zhao Q-L., Ahmed K., Wei Z-L., Hori T., Nemoto H., and Kondo T.: 
Enhancement of hyperthermia-induced apoptosis by a new synthesized class of 
benzocycloalkene compounds. Apoptosis, 13: 448-461, 2008. 
⑻Nakashima M., Cui Z-G., Tabuchi Y., Takasaki I., Zhao Q-L., Kondo T., Yu D-Y., Shoji M., 
Honda T., Kitagawa H., Kojima Y., and Nakano T.: Apoptosis induced by an alkylated purine, 
6-dimethylaminipurine, and changes in gene expression in human lymphoma U937 cells. 
Anticancer Res., 28: 609-620, 2008. 
⑼Wei Z-L., Zhao Q-L., Yu D-Y., Hassan M.A., Nomura T., and Kondo T.: Enhancement of 
sodium butyrate-induced cell death and apoptosis by X-irradiation in human colorectal 
cancer HCT 116 cells. Oncol. Rep., 20: 397-403, 2008. 
⑽Watanabe A., Otake R., Nozaki T., Morii A., Ogawa R., Fujimoto S., Nakamura S., Fuse H., 
and Kondo T.: Effects of microbubbles on ultrasound-mediated gene transfer in human 
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prostate cancer PC3 cells: Comparison among Levovist, YM454, and MRX-815H. Cancer 
Lett., 265: 107-112, 2008. 
⑾Wei Z-L., Zhao Q-L., Yu D-Y., Hassan M.A., and Kondo T.: Enhancement of sodium 
butyrate-induced cell death by hyperthermia in HCT 116 human colorectal cancer cells. 
Anticancer Res., 28: 1693-1700, 2008. 
⑿Tabuchi Y., Takasaki I., Wada S., Zhao Q-L., Hori T., Nomura T., Ohtsuka K., and Kondo T.: 
Genes and genetic networks responsive to mild hyperthermia in human lymphoma U937 
cells. Int. J. Hyperthermia, 24: 613-622, 2008. 
⒀Nishio M., Sakata Y., Mano T., Ohtani T., Takeda Y., Miwa T., Hori M., Masuyama T., Kondo 
T., and Yamamoto K.: Beneficial effects of bisoprolol on the survival of hypersensive diastolic 
heart failure model rats. Eur. J. Heart Failure, 10: 446-453, 2008. 
⒁Tabuchi Y., Takasaki I., Zhao Q-L., Wada S., Hori T., Feril L.B. Jr., Tachibana K., Nomura T., 
and Kondo T.: Genetic networks responsive to low-intensity pulsed ultrasound in human 
lymphoma U937 cells. Cancer Lett., 270: 286-294, 2008. 
⒂Takasaki I., Takarada S., Tatsumi S., Yasuda M., Fukuchi M., Tabuchi A., Kondo T., Tabuchi 
Y., and Tsuda M.: Extracellular ATP elicits the expression of BDNF exon IV mRNA in rat 
astrocytes. Glia, 56: 1369-1379, 2008. 
⒃Okada K., Kudo N., Kondo T., and Yamamoto K.: Contribution of the mechanical and 
sonochemical effects to cell membrane damage induced by single-shot pulsed ultrasound 
with adjacent microbubbles. J. Med. Ultrason., 35: 169-176, 2008. 
◎公衆衛生学講座 
⑴ Inadera H., Tachibana S., Takasaki I., Tabuchi Y., Matsushima K., Uchida M., and 
Shimomura A.: Expression profile of liver genes in response to hepatotoxicants identified 
using a SAGE-based customized DNA microarray system. Toxicol. Lett., 177: 20-30, 2008. 
◎法医学講座 
⑴Shimada I., Matsui K., Brinkmann B., Hohoff C., Hiraga K., Tabuchi Y., Takasaki I., Kato I., 
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application of tacrolimus on acute itch-associated responses in mice. Biol. Pharm. Bull., 31: 
752-754, 2008. 
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complex in Scoparia dulcis. Biol. Pharm. Bull., 31: 2150-2153, 2008. 
◎医薬品合成化学研究室 
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⑶ Fujiwara T., Yin B., Jin M., Kirk K.L., and Takeuchi Y.: Synthetic studies of 
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◎薬品分子化学研究室 
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◎薬品物理化学研究室 
⑴Fukuda M., Nakano M., Miyazaki M., Tanaka M., Saito H., Kobayashi S., Ueno M., and 
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Demura M., and Kawano K.: Unfolding and aggregation of transthyretin by the truncation of 
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２.２.３ 和漢医薬学総合研究所 
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Rhizome. J. Nat. Med., 62: 112-116, 2008. 
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⑴El Dine R.S., El Halawany A.M., Nakamura N., Ma C., and Hattori M.: New lanostane 
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⑴Choo M.K., Sakurai H., Kim D.H., and Saiki I.: A ginseng saponin metabolite suppresses 
tumor necrosis factor α-promoted metastasis by suppressing nuclear factor-κB signaling in 
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⑸Kiga C., Goto H., Sakurai H., Hayashi K., Hikiami H., Shimada Y., and Saiki I.: Effect of 
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rats. J. Trad. Med., 25: 125-132, 2008. 
◎病態制御研究部門 消化管生理学分野 
⑴Yamamoto T., Fujiwara K., Yoshida M., Kageyama-Yahara N., Kuramoto H., Shibahara N., 
and Kadowaki M.: Therapeutic effect of kakkonto in a mouse model of food allergy with 
gastrointestinal symptoms. Int. Arch. Allergy Immunol., 148: 175-185, 2008. 
⑵ Kageyama-Yahara N., Suehiro Y., Yamamoto T., and Kadowaki M.: IgE-induced 
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Protective effects of morroniside isolated from corni fructus against renal damage in 
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⒃Tohda C., Ichimura M., Bai Y., Tanaka K., Zhu S., and Komatsu K.: Inhibitory effects of 
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⑵Yamamoto T., Fujiwara K., Yoshida M., Kageyama-Yahara N., Kuramoto H., Shibahara N., 
and Kadowaki M.: Therapeutic effect of kakkonto in a mouse model of food allergy with 
gastrointestinal symptoms. Int. Arch. Allergy Immunol., 148: 175-185, 2008. 
２.２.４ 附属病院 
◎薬剤部 
⑴Kato A., Kato N., Miyauchi S., Minoshima Y., Adachi I., Ikeda K., Asano N., Watson A.A., and 
Nash R.J.: Isolation of iminosugars from Baphia nitida Lodd. Phytochemistry, 69: 1261-1265, 
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⑵Kato A., Nasu N., Takebayashi K., Adachi I., Minami Y., Sanae F., Asano N., Watoson A.A., 
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２.２.５ 生命科学先端研究センター 
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laboratory monkeys and pigs in animal facilities in Japan. Exp. Animal, 57: 367-376, 2008. 
⑵Yamamoto H., Mao C.V., Hamade E., Yokoi H., Ohtsuka S., Hori E., and Nishijo H.: Sweating 
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Anticancer Res., 28: 609-620, 2008. 
⑺Shimada I., Matsui K., Brinkmann B., Hohoff C., Hiraga K., Tabuchi Y., Takasaki I., Kato I., 
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⑻Sasaki A., Nakashima Y., Takasaki I., Andoh T., Shiraki K., and Kuraishi Y.: Morphine 
inhibits herpetic allodynia through mu-opioid receptors induced in Abeta-fiber neurons. 
Neuroreport, 19: 975-979, 2008. 
⑼Sasaki A., Takasaki I., Andoh T., Shiraki K., Takeshima H., Takahata H., and Kuraishi Y.: 
Nociceptin-receptor deficiency prevents postherpetic pain without effects on acute herpetic 
pain in mice. Neuroreport, 19: 83-86, 2008. 
⑽ Inadera H., Tachibana S., Takasaki I., Tabuchi Y., Matsushima K., Uchida M., and 
Shimomura A.: Expression profile of liver genes in response to hepatotoxicants identified 
using a SAGE-based customized DNA microarray system. Toxicol. Lett., 177: 20-30, 2008. 
⑾Hori T., Kondo T., Tabuchi Y., Takasaki I., Zhao Q-L., Kanamori M., Yasuda T., and Kimura 
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⑿Abdel-Aziz H.O., Murai Y., Takasaki I., Tabuchi Y., Zheng H.C., Nomoto K., Takahashi H., 
Tsuneyama K., Kato I., Hsu D.K., Liu F.T., Hiraga K., and Takano Y.: Targeted disruption of 
the galectin-3 gene results in decreased susceptibility to NNK-induced lung tumorigenesis: 
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◎放射線生物解析分野／アイソトープ実験施設 
⑴Nakashima M., Cui Z-G., Tabuchi Y., Takasaki I., Zhao Q-L., Kondo T., Yu D-Y., Shoji M., 
Honda T., Kitagawa H., Kojima Y., and Nakano T.: Apoptosis induced by an alkylated purine, 
6-dimethylaminipurine, and changes in gene expression in human lymphoma U937 cells. 











演題：「From surfactant bubbles to protein microspheres - Their implications and applications 
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月 日：第１回 平成20年６月19日 
第２回 平成20年６月27日 
第３回 平成20年11月５日 
場 所：第１回・第２回 附属病院臨床講義室⑴ 
第３回 講義実習棟１階大講義室 
受講者：第１回 106名 
第２回  68名 
第３回 175名 











































































































































































































































内容：マイクロチップ型電気泳動装置（アジレント Agilent 2100バイオアナライザー） 
 この他にDNAシーケンサー（ABI PRISM310，ABI PRISM3100），共焦点レーザー顕微鏡（ラ






































名  称：富山発バイオサイエンス21－身近な生命科学研究－ 
















実 施 日：平成20年７月14日，８月18日 
会  場：７月14日 射水市立奈古中学校 
８月18日 生命科学先端研究センター各共同利用施設および薬学部附属薬用植物園 
参 加 者：射水市立奈古中学校 ３年生 
７月14日 52名 
８月18日 50名 
内  容：①出前授業（キックオフ・ラーニング） 




















































































琉球大学副学長 平 啓介 
④文部科学省挨拶 































































































































































































































事    項 予 算 額 決 算 額 差   異 
支援基盤経費（附属施設経費） 16,696,000 16,696,000 0 
支援基盤経費（研究基盤支援促進経費） 6,788,000 6,788,000 0 
教育研究設備維持運営費 14,502,000 28,669,000 △14,167,000 
産学等連携経費 1,750,000 1,427,373 322,627 
受益者負担 42,368,397 46,265,714 △3,897,317 
特別教育研究経費（基盤的設備等整備） 70,830,000 70,830,000 0 
学長裁量経費 0 47,922,000 △47,922,000 
収入合計（Ａ） 152,934,397 218,598,087 △65,663,690 
○支出 
事    項 予 算 額 決 算 額 差   異 
外注経費 3,427,200 3,427,200 0 
施設管理維持費 15,098,000 17,427,391 △2,329,391 
飼育管理維持費 11,020,000 11,077,144 △57,144 
動物飼料・床敷経費 8,800,000 10,382,805 △1,582,805 
廃棄物処理費 3,113,985 3,114,510 △525 
機器維持修理費 18,191,000 15,102,045 3,088,955 
液体窒素購入費 2,520,000 2,472,470 47,530 
フィルター交換費 3,546,000 3,051,300 494,700 
非常勤職員経費 8,739,000 8,739,000 0 
設備整備費 70,830,000 138,621,650 △67,791,650 
予備費 7,649,212 4,707,850 2,941,362 
支出合計（Ｂ） 152,934,397 218,123,365 △65,188,968 
























































































































































































































































◇型式：ベクトン・ディッキンソン FACSCanto II 
◇仕様 
①レーザー光源（蛍光検出器波長） 
20 mW 488 nm固体レーザー（530 nm，585 nm，700 nm，780 nm） 
17 mW 633 nm HeNeレーザー（660 nm，780 nm） 
②検出感度 





































⑤マーカーステージ：移動範囲 200×200 mm 





①回転数設定：300～16,000 rpm（100 rpmごと） 







AR015-24：2 ml×24本（最高回転数：15,000 rpm） 
AR150-08：15 ml×8本（最高回転数：15,000 rpm） 
◎インクジェット写真プリンタ 
◇設置場所：４階 画像解析室 




























◇型式：カールツァイス PALM MicroBeam 
◇仕様 
①レーザー部 
















XEON R630/Mini Workstation 
◎マイクロチップ型電気泳動装置 
◇設置場所：２階 遺伝子発現解析室 
















階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
手術室⑴ ポリグラフ 日本光電 RM-6000 １  Ⅰ期 
１階 
 動物用恒温手術台 夏目 KN-304B １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  無影灯 山田医療照明 Kr-CAR-4 １  
  オートクレーブ ユヤマ YS-A-C202 １  
  冷凍冷蔵庫 東芝 GR-411A １  
  永井式イヌ保定器 日本クレア CL-4531 １  
  Ｘ線照射装置 日立メディコ MBR-1505R2 １  
 手術室⑴（前室） レーザー血流計 アドバンス ALF2N １  
  無加温型非観血式血圧計 室町器械 MK-2000 １  
教官実験室⑶ マイクロピペットプーラー サッター P-1000 １ 新設 Ⅱ期 
１階 
 マイクロフォージ グラスワークス F-1200 １ 新設 
サル処置室 動物用自動天秤 日本クレア CL-4506 １  Ⅱ期 
２階 
代謝実験室⑴ ラット代謝ケージ トキワ科学 T-479-1 12  
  マウス代謝ケージ 日本クレア CL0305 ８  
 系統維持室⑶ クリーンベンチ 日本医化器械 HS-700 １  
 イヌ処置室 イヌ保定器 日本クレア CL-4351 １  
マウス処置室⑴ 実体顕微鏡 ニコン SM-2 １  Ⅱ期 
３階 
 マウス保定器 夏目 KN-325 １  
  解剖台 日本クレア CL-4528 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4503 １  
  電子天秤 島津 FY-3000 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 マウス処置室⑵ マウス保定器 夏目 KN-325 １  
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
マウス処置室⑵ 解剖台 日本クレア CL-4528 １  Ⅱ期 
３階 
 動物用自動天秤 日本クレア CL-4503 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
 ラット処置室⑴ 動物用バリカン 東芝 SSC-852 １  
  電子天秤 研精工業 FY-3000 １  
  卓上遠心機 クボタ 2010 １  
  動物用自動天秤 夏目 KN型 １  
  電気凝固装置 コマツ １  
 ラット処置室⑵ 照明拡大鏡 オーツカ SSK-F １  
  動物用自動天秤 夏目 KN型 １  
  冷蔵庫 ナショナル NR-142R １  
手術室⑵ ポリグラフ 日本光電 PEG-1000 １  Ⅲ期 
２階 
 心臓蘇生装置 日本光電 TEC-3500R １  
  電気刺激装置 日本光電 SEN-3301 １  
  人工呼吸器 アイカ R-60 １  
  動物用恒温手術台 夏目 KN-304B １  
  手術用顕微鏡 オリンパス OME-NA-W １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  無影灯 山田医療照明 U61EL １  
  吸引器 ミズホ MSP-205 ２  
  手洗い装置 大研医上 DKI-2A １  
  冷凍冷蔵庫 東芝 GR-411A １  
  永井式イヌ保定器 日本クレア CL-4531 １  
 エックス線室 ポータブルＸ線装置 ミカサ R-120H １  
  インバーター式移動型Ｘ装置 日立 テクノモービルEX １  
  自動血球計数器 日本光電 NEK-5153 １  
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
エックス線室 卓上型生化学検査システム 東宝 レフレトロンシステム １  Ⅲ期 
２階 
 卓上遠心機 クボタ 2010 １  
  微量遠心機 岩城硝子 CFM-100 １  
 イメージング解析室 小動物用光イメージング装置 島津 Clairvivo OPT １  
 準備室 自動手指消毒器 サラヤ BM-5500 １  
  殺菌線消毒ロッカー ナビス W型 １  
 前室 殺菌線消毒ロッカー ナビス W型 １  
  冷凍庫 大同工業 DKS-201 １  
  冷蔵庫 東芝 GR-117 １  
  超低音フリーザー（－80℃） サンヨー MDF-292 １  
 実験室⑴ 安全キャビネット 日本医化器械 YH-1300BHⅡA １  
  電子天秤 島津 EB-430S １  
  ウサギ感染用ラック 日本医化器械 SR-1600 ２  
 実験室⑵ 安全キャビネット 日本医化器械 YH-1300BHⅡA １  




 小動物感染用ラック 日本医化器械 AH型 ２  




ウサギ保定器 日本クレア CL-4521 １  
  北島式ウサギ保定器 日本クレア CL-4520 １  
  断首機 日本クレア CL-4551 １  
  動物用自動天秤 日本クレア CL-4505 １  
処置室 電子天秤 島津 FY-3000 １  Ⅲ期 
３階 
 冷蔵庫 ナショナル NR-142R-X １  
  マウス固定器 夏目 KN-325 １  




 殺菌線消毒ロッカー 日本医化器械 エレガSW型 ３  
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胚操作室 マイクロマニュピレーター エッペンドルフ Cell Trans １  Ⅲ期 
３階 
 倒立顕微鏡 カールツァイス axiovert135 １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-175 １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZX9 １  
  実体顕微鏡 ニコン SM215B-DSD １  
  マイクロフォージ ナリシゲ MF-900 １  
  マイクロプーラー ナリシゲ PN-30 １  
  研磨器 ナリシゲ EG-44 １  
  ホットプレート NSSIN NHP-45N １  
  冷蔵庫 ナショナル MR-BL-26T2-H １  
 行動科学実験室（小） マウス行動解析装置 室町機械 ComPACT VAS/DV １  
手術室⑶ 無影灯 山田医療照明 U60EL １  Ⅳ期 
１階 
 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-BL-52T-2-H １  
  ポリグラフ・生体用アンプ 日本光電 Power Lab １  
  全身麻酔器 アイカ SAFER100 １  
  人工呼吸器 アイカ R-60 １  
  電気メス コンセプト SR-9600 １  
  吸引器 ミズホ MSP-205 １  
  動物用恒温手術台 トキワ科学 T-635-D １  
  ミニQスイッチYAGレーザー コンテニュアム Minilitell,MD,MT １  
行動科学実験室 冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-BL-52T-2-H １  Ⅳ期 
２階 
 無影灯 山田医療照明 U60EL １  
  動物用恒温手術台 トキワ科学 T-635-D １  
Tg/KO室前室 電子天秤 オーハウス スカウトⅡSC4010 １  Ⅳ期 
３階 




階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 標本作成室 クライオスタット ライカ CM3050S ２ 予約制
  マイクロスライサー 堂阪イーエム DTK-1500 １  
  イオンコーター EIKO IB3 １  
  イオンスパッター 日立 E-1030 １  
  臨界点乾燥器 日本電子 JCPD-5 １  
  マイクロウェーブ処理装置 EMS 820S １  
  ガラスナイフ作成機 LKB 7800 １  
  凍結割断器 RMC-EIKO TF-2 １  
  実体顕微鏡 ニコン SMZ １  
  純水装置 岩城ガラス ASH-2DS １  
  超音波洗浄器 海上電気 Sono-Cleaner 100 １  
  上皿電子天秤 メトラー AJ100 １  
 電顕室⑴ 電界放射型走査電子顕微鏡 日立 S-4500 １ 予約制
  原子間力顕微鏡 TopoMetrix TMX-1000 １  
 電顕室⑵ 透過電子顕微鏡 日本電子 JEM-1400TC １ 予約制
 電顕室⑶ 走査プローブ顕微鏡 SIIナノテクノロジー SPA-400 １ 予約制
 超ミクロトーム室 実体顕微鏡 ニコン SMZ-10 １  
  樹脂包埋用恒温槽 DSK T-75 １  
  真空蒸着装置 日立 HUS-5GB １  
  超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカットE １  
  超ミクロトーム ライヘルト ウルトラカットOMU4 １  
 暗室 印画紙乾燥器 FC製作所 JRC-55 １  
  印画紙水洗器 ハンザ プリントウォッシャー １  
  引伸器 アサヒダースト L-1200 １  
 NMR測定室⑴ 超伝導FT核磁気共鳴装置 バリアン UNITYplus 500 １ 予約制
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 NMR測定室⑴ 超伝導FT核磁気共鳴装置 バリアン GEMINI 300 １ 予約制
 NMR測定室⑵ 超伝導FT核磁気共鳴装置 日本電子 ECX-400P １ 予約制
 Ｘ線解析室 ウルトラミクロ天秤 パーキンエルマー AD-2 １  
  単結晶Ｘ線構造解析装置 理学電機 RASA-7R １ 予約制
 細胞分析室 自動細胞分析装置 ベクトン・ディキンソン FACSCanto II １ 予約制
  自動細胞分析装置 ベクトン・ディキンソン FACSCalibur １ 予約制




カールツァイス Cell Observer １ 
新設 
予約制
 ESR測定室 電子スピン共鳴装置 日本電子 JES-TE100 １ 予約制
  化合物設計支援システム 富士通 S-7/TEIJIN MATERIA １  
 セミナー室 パーソナルコンピュータ アップル Power Macintosh G4 １ 
  パーソナルコンピュータ HP Compaq dx6100ST ２ 
  カラーレーザープリンタ 富士ゼロックス 3320PS １ 
  レーザープリンタ エプソン LP-7900 １ 
  液晶プロジェクタ エプソン EMP835 １ 
室使用
予約制
３階 元素分析室 全自動元素分析装置 サーモエレクトロン FlashEA 1112 １ 受託限定
  ウルトラミクロ天秤 パーキンエルマー AD-4 1  
 化合物ライブラリー室 化合物自動冷凍倉庫 マイクロニクス オートバンクコンパクト １  
 細胞培養室 イムノウォッシャー インターメッド NK-300 １ 予約制




テカン GENios １ 予約制
  微量冷却遠心機 トミー MX-305 １ 新設 
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  クリーンベンチ 日立 PCV1303BRG3 １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV1303ECⅡA １ 予約制
  分取電気泳動装置 バイオ・ラド 2128システム １  
  二次元電気泳動装置 アナテック クールフォレスター １ 予約制
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 細胞培養室 二次元電気泳動装置 ファルマシア Phast System １  
  二次元電気泳動ゲルピッカー アナテック FluoroPhoreStar 3000 １ 新設 
  電気泳動画像解析システム シマヅバイオテック Progenesis １  
  恒温水槽 タイテック SM05 １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １ 移設 
 フラン器室 炭酸ガス培養器 ナプコ 5410 １ 登録制
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド ジーンパルサー １  
  細胞融合装置 理工化学 EFC 2001 １  
  生細胞観察システム カールツァイス Axiovert 135 １  
 超遠心機室 分離用超遠心機 ベックマン Optima XL90 １ 予約制
  分離用超遠心機 ベックマン Optima L70 ２ 予約制
  卓上分離用超遠機 ベックマン Optima TLX １ 予約制
  高速冷却遠心機 ベックマン J2-MI １ 予約制
  高速冷却遠心機 ベックマン J6-MI １ 予約制
  微量冷却遠心機 クボタ 1900 １  
  ホモジナイザー キネマチカ PT20SKR １  
  超音波破砕機 アストラソン XL2020 １ 予約制
  圧力式細胞破砕機 サーモエレクトロン フレンチプレス １ 予約制
  遠心濃縮機 サーバント SC-110A １  
  バキュームオーブン アドバンテック VO-320 １  
  恒温冷却振蘯水槽 タイテック ML-10F １ 予約制
  オートクレーブ トミー BS-325 １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV1303ECⅡA １ 予約制
  紫外可視分光光度計 島津 UV160A １ 予約制
  上皿電子天秤 アーンストハンセン HL-3200 １  
  多検体細胞破砕機 安井器械 MB755U(S) １ 新設 
 恒温室 旋回振蕩機 タイテック NR-20 ２ 予約制
  旋回振蕩機 和研薬 イノーバ2150 １ 予約制
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３階 恒温室 旋回往復振蕩機 タイテック NR-300 １ 予約制
 暗室 自動フィルム現像装置 フジフイルム CEPROS SV １ 予約制
 低温実験室 製氷機 ホシザキ F120C １  
  超純水製造装置 ヤマト EQP-3SB １  
  超低温フリーザー レブコ UTL-2186 ２ 登録制
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U581AT １ 登録制
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U73VS6 ２ 登録制
 低温室 （４℃実験室）  １ 登録制
４階 画像解析室 正立蛍光顕微鏡システム オリンパス AX80TRF-65 １ 予約制
  倒立蛍光顕微鏡システム キーエンス BZ-8000 １ 予約制
  実体顕微鏡 オリンパス SZH-131 １  
  大判カラープリンタ HP Designjet 5000PS １ 予約制
  カラーレーザープリンタ 富士ゼロックス DocuPrint C626PS １  
  インクジェット写真プリンタ キャノン Pixus Pro9000 １ 新設 
  画像解析コンピュータ HP Compaq ２ 予約制
  画像解析コンピュータ アップル Power Macintosh G5 １  
  フラットベッドスキャナ キャノン CanoScan9500 １  
  フラットベッドスキャナ エプソン ES-8000 １  
◎実験実習機器棟 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 分光分析室⑴ 円二色性分散計 日本分光 J-500C １  
  円二色性分散計 日本分光 J-805 １ 予約制
  原子吸光分光光度計 日立 Z-5000 １ 予約制
  低温灰化装置 ヤマト プラズマリアクタPR31 １  
 分光分析室⑵ プロテインシーケンサー 島津 PPSQ-21 １ 予約制
  Ｃ末端ペプチド分取装置 島津 CTFF-1 １  
  ペプチド合成装置 島津 PSSM-8 １ 予約制
 
 －84－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
  微量電子天秤 アーンストハンセン HR-182 １  
２階 分光分析室⑵ 瞬間測光分光光度計 ベックマン DU-7500 １  




サン SPARC station 
ゼネティックス GENETYX-SV 
１ 登録制
  分子構造解析ワークステーション SGI OCTANE／MSI Insight II １  
  ルミノメーター ダイアヤトロン Luminous CT9000 １  
 蛋白質構造解析室 アミノ酸分析装置 島津 LC-10AS １  
  高速液体クロマトグラフ 島津 LC-10A １  
  マイクロカロリメーター マイクロキャル MC-2D １  
  飛行時間型質量分析装置 ブルカーダルトニクス autoflex １ 予約制
 工作室 旋盤 安藤 AKS-30D-M2 トンギル TIPL-4U ２  
  ボール盤 日立 B23SC １  
  横フライス盤 イワシタ NK-1# １  
  立フライス盤 井上工機 EV-6 １  
  高速切断機 日立 CC14SA １  
  万能切断機 マルトー MC743，MC-30 ２  
  電動ノコ 日本工機 ラクソー250 他 ２  
  足踏切断機 盛光 103 １  
  鉄板折曲機 盛光 G-2 １  
  ベルトグラインダー 淀川電気 ダイバースYS-1N １  
  溶接機 ダイデン サイリスタペンターク 300S １  
  アングルカッター キトー １  
  チェーンブロック ギヤードトロリー 10-AG 他 ２  
  ディスクグラインダー 日立 G10SH １  
  ドリル研磨機 中国精機 ドルケンDL-Ⅲ １  
  ハンドパレットトラック ビシャモン BM08-46SS １  
  ハンドリフター バンラック BX-25 １  
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 工作室 ポータブルグラインダー ミニター ミニモ７ 他 ２  
  液体クリーナー 三立機器 JE-1 １  
  アクリベンター 富士 113 １  
  糸ノコ盤 榎本工業 エミニ １  
  手動割出台 酒巻 DMB 135-24 １  
  集塵機 ダイヘン PBS B-4 １  
  心出し顕微鏡 ニコン S2 １  
  刃物水研磨機 日立 CK21SA2 １  
  爪付きジャッキ 今野製作所 MB-50 １  
  電気カンナ 日立 P-20 １  
  電気グラインダー 日立 GBT5，GT13 １  
  電気ジグソー 日立 JHT-60 １  
  電気ドリル リョウビ PD-1930A 他 ２  
  電気ハンドシャー 日立 NUC-RN １  





階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 質量分析室⑴ 質量分析装置 日本電子 JMS-AX505HAD １ 予約制
  質量分析装置 日本電子 GCmate II １ 予約制
  赤外分光光度計 日本分光 FT/IR-460 １ 予約制
 質量分析室⑵ 二次イオン重量分析装置 カメカ IMS-6F １  
◎薬学部研究棟 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 液体窒素取出室 液体窒素貯蔵システム ダイヤ冷機 １  
 コピー室 製本機 GBC サーマバインド 2000T ２  
 製本機 ゲステットナー VB270 他 ２  
 断裁器 ゲステットナー H-14 １  
 －86－
４.２.３ 遺伝子実験施設 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 細胞培養室 クリーンベンチ 日立 PCV-845BRG3 １ 予約表
  安全キャビネット 日立 SCV-805ECⅡAB １ 予約表
  安全キャビネット 日立 SCV-1903ECⅡA １ 予約表
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5420 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT-13R １  




パッカード トップカウント １ 予約表
  液体シンチレーションカウンタ ベックマン LS6000IC １ 予約表
 現像室 フィルム自動現像機 フジフイルム FPM800A １  
  UVクロスリンカー フナコシ FS-1500 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT-13R １  
  ハイブリダイゼイションオーブン タイテック HB １ 予約表
 DNA調製室 分離用超遠心機 日立 CP80α １ 予約表
  高速冷却遠心機 クボタ 6900 １ 予約表
  低速冷却遠心機 クボタ 8800 １  
  振とう恒温槽 タイテック ML-10F １ 予約表
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １ 予約表
  ダブルビーム分光光度計 日立 U-2001 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-293AT １  
 高レベル標識室 ゲル乾燥機 アトー AE-3750 １ 予約表
  恒温器 ヤマト科学 IC-600 １  
 RIP3実験室 安全キャビネット 日立 SVC-1304ECⅡB １  
  オートクレーブ トミー BS-325H １  
 
 －87－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 RIP3実験室 炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 １  
  分離用超遠心機 日立 CP80α １  
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CF15D2 １  
  卓上多本架遠心機 トミー LC-06BH １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX70-22PH １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC-2 １  
  蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34-FLA-1 １  
  ゲル乾燥機 アトー AE-3711 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-U481AT １  
 試料調製室 オークリッジ型フード ヤマト科学 FHL-120 １  
 RI保管室⑵ RI耐火性鉛貯蔵庫 産業科学 SK-925B １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-192 １  
  薬用冷凍冷蔵庫 サンヨー MPR-411F １  
 汚染検査室⑵ GMサーベイメータ アロカ TGS-136 ２  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-146 １  
  シンチレーションサーベイメータ アロカ TGS-161 １  
  製氷機 ホシザキ FM-120D １  
２階 滅菌消毒室 高圧蒸気滅菌装置 サクラ ST-2 １ 予約表
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  乾熱滅菌器 サンヨー MOV-212S ２  
  純水製造装置 セナー OPTION4 １  
  超純水製造装置 セナー UHQII/Option5A/tank １  
  製氷器 ホシザキ FM-120D-50 １  
 遺伝子発現解析室 マイクロアレイスキャナー ルモニクス ScanArray LITE-ES GSI １ 予約表
  GeneChip解析システム アフィメトリクス 72-DM00-10 １ 予約制登録制
 
 －88－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 遺伝子発現解析室 微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  マイクロチップ型電気泳動装置 アジレント 2100バイオアナライザ １ 新設 
 感染動物飼育室 小動物感染用ラック 日本クレア XL-5608-2 １  
  安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  安全キャビネット 日立 SCV-804ECⅡB １  
  万能滑走式ミクロトーム 大和光機 US-111C160A １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX50-11PH １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZ4045 １  
  無影灯 日本クレア １  
  微小電極増幅器 日本光電 MEZ-8301 １  
  微小電極作製器 成茂科学 PC-10 １  
  電気刺激装置 日本光電 SEN-3301 １  
  アイソレーター 日本光電 SS-202J １  
  ペンレコーダー NEC三栄 8K-20 １  
  脳定位固定装置 成茂科学 SR-5N １  
  脳定位固定装置 成茂科学 SR-6N １  
  脳定位固定装置用マニピュレーター 成茂科学 SM-21 １  
  DATデータレコーダー ティアック RD-135T １  
  マイクロウォームプレート キタザト DC-MP-10 １  
  オシロスコープ 菊水電子 COR5521 １  
  実験用ラック 菊水電子 KRD1600 １  
  マニピュレーター 成茂科学 MP-2 １  
  除震台 成茂科学 BP-2 １  
  シールドボックス 成茂科学 RM-1 １  
 測定機器室 DNAシーケンサー ABI PRISM310 １ 予約制登録制
  DNAシーケンサー ABI PRISM3100 １ 予約制登録制
 
 －89－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 測定機器室 シーケンスディテクションシステム ABI PRISM7700 １ 予約制
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System9700 １ 予約表
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System2400 １ 予約表
  PCRサーマルサイクラー タカラ Dice Gradient １ 予約表
  定量リアルタイムPCRシステム ストラタジーン Mx3000P ３ 予約制
  分光光度計 ベックマン DU-7400 １  
  １㎕分光光度計 ナノドロップ NanoDrop 1000 １  
  遠心式濃縮機 タイテック VC-36N １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  インフラレッドイメージングシステム LI-COR ODYSSEI １ 予約制
  ルミノ・イメージアナライザー フジフィルム LAS-4000 １ 予約制
 データ解析室 カラーレーザープリンタ キャノン LBP-2510 １  
３階 情報処理室 共焦点レーザー顕微鏡 ライカ TCS-SP5 １ 予約制登録制
  共焦点レーザー顕微鏡 カールツァイス LSM510 １ 予約制
  パーソナルコンピュータ HP dx7300ST/CT １ 予約制
 植物実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  分離用超遠心機 日立 CP80α １ 予約表
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  恒温振とう培養器 タイテック BR-30LF １  
  恒温振とう培養器 ニューブランズウィック 4330 １ 予約表
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド GenePulserII １  
  遺伝子導入装置 バイオ・ラド E.coliPulser １  
  遺伝子導入システム Amaxa Nucleofector １  
  ルミノ・イメージアナライザー フジフィルム LAS-1000plus １ 予約制
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 植物実験室 密閉式超音波細胞破砕装置 コスモバイオ Bioruptor １  
  卓上型２周波超音波洗浄器 井内盛栄堂 VS-100D １  
  チューブシーラー 日立 STF-1 １  
  低温恒温槽 タイテック EL-8F １  




カールツァイス PALM MicroBeam １ 新設 
 人工気象室 恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １ 予約表
 低温室（前室） 超音波発生器 トミー UD-200 １  
  ゲル撮影装置 アトー プリントグラフGX １ 新設 
  ホモジナイザー 日立 HG30/C10/CO4 １  
 低温室 ホモジナイザー用撹拌機 井内盛栄堂 55-4039-01 １  
  振とう機 タイテック NR-1 １  
  振とう機ダブルシェーカー タイテック NR-30 １  
  凍結保存容器 太陽東洋酸素 １  
  液体窒素容器 東京理化器械 １  
 教員実験室⑴ 微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC2 １  
  デジタルカメラシステム ライカ PCV100C １  
  炭酸ガス培養器 サンヨー MCO-345 １  




浜松ホトニクス AQUACOSMOS １ 新設 
  蛍光顕微鏡 オリンパス BX50-34LFA-1 １ 予約表
  顕微鏡用デジタルカメラ オリンパス DP170 １  
 教員実験室⑵ 低速冷却遠心機 クボタ 8800 １  
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
 
 －91－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
３階 教員実験室⑵ ユニバーサルシェーカー 旭テクノグラス SHK-420N １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-293AT １  
 ベクター調製室 安全キャビネット 日立 SCV-1304ECⅡB １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R １  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5400 １  
  実体顕微鏡 オリンパス SZ6045 １  
  培養顕微鏡 オリンパス CK30-11PHP １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-393 １  
 形質転換実験室 安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA ２ 予約表
  炭酸ガス培養器 ナプコ 5400 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス CK2-TRC-2 １  
  オートクレーブ トミー BS-325 １  
  高速冷却遠心機 日立 CR21E １ 予約表
  微量高速冷却遠心機 日立 CT13R ２  
  卓上多本架遠心機 クボタ KN-70 １  
  恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １ 予約表




アステック PC-700 １  
 －92－
４.２.４ アイソトープ実験施設 
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 汚染検査室⑴ GMサーベイメータ アロカ TGS-121 ４  
  GMサーベイメータ アロカ TGS-136 ３  
  シンチレーションサーベイメータ アロカ TGS-161 １  
  製氷機 ホシザキ電機 F-120C １  
 物理系実験室 Ge半導体検出器 セイコーEG&G 7700-010 他 １  
  電離箱サーベイメータ アロカ ICS-311 １  
 学生測定室 GM測定装置 アロカ JDC-123 ３  
  GM測定装置 アロカ TDC-103 ２  
  シンチレーション測定装置 アロカ JDC-711 ２  
  IP用シールドボックス フジフイルム BAS-SHB2040 １  
 学生実習室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 １  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1303ARG3 １  
  卓上遠心機 クボタ KA-1000A １  
  卓上型振とう恒温槽 タイテック パーソナル11EX ２  
  冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-205TR １  
 RI保管室⑴ 冷蔵庫 日本フリーザー UKS-5000A １  
  低温フリーザー 日本フリーザー GD-5203 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-190 １  
  耐火性鉛貯蔵庫 キリー工業 AZ-301 １  
  耐火性鉛貯蔵庫 キリー工業 AZ-302 ６  
 動物処理室 動物乾燥処理装置 ワカイダ WINDY2000 １ 予約制
  低温フリーザー サンヨー MDF-U338 １  
 生理学系実験室 オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-845BRG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-111 １ 予約制
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階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
１階 生理学系実験室 オートクレーブ 平山製作所 HVE-25 １  
  全自動バイアル瓶洗浄装置 ワカイダ ROBO CLEAN-400 １ 予約制
  液体クロマトグラフ HP HP-1100 １  
  液体クロマトグラフ エイコム ENO-20/ECD-300 １  
  蛍光分光光度計 島津 RF-1500 １  
  電子天秤 メトラトレド AB135-S/FACT １ 新設 
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
  器具乾燥機 サンヨー MOV-202 １  
２階 測定室⑴ 液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-5100 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-5200 １ 予約制
  液体シンチレーションカウンタ アロカ LSC-6101 １ 予約制




パッカード トップカウント １ 予約制
  オートウエルガンマカウンタ アロカ AccuFLEXγ7001 １ 予約制
 測定室⑵ バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS2000 １ 予約制
  バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS3000 １ 予約制
  バイオイメージングアナライザー フジフイルム BAS5000 １ 予約制
 化学系実験室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  冷凍冷蔵庫 ナショナル NR-C25C １  
 実験動物室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
  電子天秤 ザルトリウス BP-160P １  
  ラット代謝ケージ 杉山元医理器 MC-CO-23 １  
  小動物用ラック セオービット KE-2450-6 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-214FS １  
 暗室 トランスイルミネーター ビルバールマット TFX20CM １  
 生物系実験室 オークリッジ型フード 千代田テクノル TG-2100 ２  
 
 －94－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 生物系実験室 クリーンベンチ 日立 PCV-1919ARG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-121D １ 予約制
  乾熱滅菌器 エスペック KPV-121 １  
  フラン器 エスペック LN-122 １  
  超純水製造装置 ミリポア PSS60 １  
  倒立顕微鏡 オリンパス IX70 １  
  微量高速冷却遠心器 ベックマン MICRIFUGE R １  
  振とう機 タイテック NR-3 １  
  ホモジナイザー ミゾニックス XL2020 １  
  ゲル乾燥機 バイオ・ラッド モデル583 １ 予約制
  振とう恒温槽 タイテック ML-10F １  
  凍結ミクロトーム ライカ CM1510S １  
  薬用冷凍冷蔵庫 サンヨー MPR-411F １  
 生化学系実験室⑴ カルフォルニア型フード 千代田テクノル TG-2150 ２  
  凍結乾燥機 ラブコンコ LL-1 １  
  遠心濃縮機 トミー CC-105 １  
  インキュベートボックス タイテック M-230F １ 予約制
  定温乾燥機 アドバンテック東洋 FS-620 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 生化学系実験室⑵ オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 生化学系実験室⑶ オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 １  
  多本架低速冷却遠心機 トミー RLX-131 １  
  卓上型恒温槽 東京理化器械 UC-65 １  
  アルミブロック恒温槽 タイテック DTU-2C １  
  冷蔵庫 日本フリーザー UKS-5000A １  
 
 －95－
階数 設 置 場 所 機  器  名 型     式 台数 備 考
２階 生化学系実験室⑶ 低温フリーザー 日本フリーザー GD-5203 １  
  超低温フリーザー サンヨー MDF-192 １  
  薬用保冷庫 サンヨー MPR-404F １  
 形態学系実験室 オークリッジ型フード 産業科学 SK-423 ２  
  クリーンベンチ 日立 PCV-1919ARG3 １ 予約制
  炭酸ガス培養器 エスペック BNA-121D １ 予約制
  安全キャビネット 日立 SCV-1303ECⅡA １  
  オートクレーブ 平山製作所 HA-240MⅡ １  
  高速冷却遠心機 トミー SRX-201 １  
  微量高速冷却遠心機 トミー MRX-151 １  
  ハイブリダイゼーションオーブン タイテック HB ２ 予約制
  恒温振とう培養器 タイテック BR-40LF １  
  振とう機 タイテック NR-30 １  
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System2400 １  
  PCRサーマルサイクラー パーキンエルマー System9600 １  
  ゲル乾燥機 バイオ・ラッド モデル583 １ 予約制




















⑴ 動物資源開発分野 動物実験施設 
⑵ 生体分子構造解析分野 分子・構造解析施設，遺伝子実験施設 























































⑷ 大学院医学薬学研究部教授会医学系教授部会から選出された教員 ３人 
⑸ 大学院医学薬学研究部教授会薬学系教授部会から選出された教員 ２人 






















































































































































平成  年  月  日 
センター利用研究員申請書 
国立大学法人富山大学長 殿 
申 請 者 
所属会社等名 
所 在 地 




ふ り が な
氏 名  
男・女 
生 年 月 日 （ 年 齢 ）     年   月   日 （   歳） 
現 住 所  




               ＜連絡先＞            
勤 務 先 に お け る
職 務 内 容
 
最終学歴・卒業年月  
学 位 等  
利 用 期 間 平成  年  月  日 から 平成  年  月  日まで 
利 用 目 的  
利 用 施 設  
 
 利 用 設 備
 
 私は，別紙「富山大学生命科学先端研究センター利用研究員取扱規則第６条（利用の条件）」
を遵守します。 
㊞ 
 
上記の者のセンター利用研究員の申請を承諾します。 
富山大学生命科学先端研究センター長 
㊞ 
※申請者が個人の場合等不要な字句は，二線で抹消してください。 
あとがき 
 富山大学生命科学先端研究センター年報第３号をお届けします。 
 巻頭言で大熊センター長が述べられているように，平成21年度補正予算の「底力・21世紀型イン
フラ整備」の一環として「質量分析装置」の予算が措置され，今年度中に当センターに設置される
予定です。このような補正予算による大規模な設備整備は，平成７年度以来約15年ぶりで，平成16
年４月に国立大学法人が発足して以降，初めての真水の投入となります。 
 本学の「学術研究用設備整備マスタープラン」は，平成19年度から進行している第１期計画が今
年度で完了し，当センターで取りまとめた「分子イメージングシステム」も今年度中に「動物用
MRI装置」が設置され，細胞から動物レベルまでの分子イメージング解析が可能となります。また，
平成22年度から６か年の第２期計画では，当センターで「トランスレーショナルリサーチシステム」
を取りまとめ，「全ゲノム解析システム」などの関連設備を順次整備して，創薬におけるトランス
レーショナルリサーチなどを推進・支援します。これにより，本学で実施・展開されている生命科
学先端研究の成果を臨床応用にトランスレーションする研究の進展，および次世代の生命科学の発
展を担う国際的・独創的な人材育成の推進が期待できます。 
 このため，今後とも引き続き当センターの施設・設備が高水準の支援機能を維持するため，皆様
のご指導ご支援をお願いいたします。 
（H・H） 
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